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本成果は、国際学術誌 「Tellus」 2010年11月号に掲載されました。
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地球温暖化のしくみ： 陸・海のCO2吸収/気候作用
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使用モデル： UVic-ESCM; 2次元分布を再現
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現状の温暖化予測モデルの問題点：
陸域モデルの不確実性
（陸域観測の欠如）

本 究 試み
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本研究の試み：
・最新の陸域観測網データにより、
陸域モデルを評価・改善

・温暖化予測全体への影響
を評価
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結果： 陸域モデルの精度向上を行った

観測

モ
デ
ル

6/8



地球温暖化予測モデル
精度向上に向けた試み
p
p
m
v)

結果： 陸域モデル改善が、温暖化予測に影響。
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100年後に
約100ppmvの差

現在
約380ppmv

温度換算で
約１℃の差
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本研究の新しさ

・ 新たな陸域観測データを利用して、陸モデル
の精度と温暖化予測への影響を評価した

・ 福島大学発 温暖化予測モデルのリリース

今後の取り組み

・ モデル（陸・大気）の更なる改善
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・ 温暖化予測モデルは必ずしも精度が不十分
検証・改善を重ねることで予測が変わりうる


